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瀧井 敏郎
基本規程(懲罰関連)の変更点について
拝啓  時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
さて、2011年6月19日の本協会評議員会において、本協会基本規程の改定(複数箇所)が承認されております。これら変更点のうち、懲罰に関わるものがございましたので、改めてご連絡、ご説明差し上げますとともに、各々に関する運用上の注意点を併せてお伝え申し上げます。

下記内容をご確認いただき、関係各所へ周知いただきますようお願い申し上げます。
記
■変更点1
ＪＦＡ基本規程 第12章 懲罰［別紙１］「競技および競技会における懲罰基準」
	変更前
	変更後

	●３－２．偽造・変造した選手証、監督証またはその他の文書を行使した場合

罰 則：12ヶ月の出場停止


	●３－２－１．公文書の偽造・変造

サッカーに関連して、公文書（住民票、パスポートなど。選手証はこれに該当しない）を偽造・変造した場合

罰則：最低12ヶ月のサッカー関連活動の停止

●３－２－２．選手証等の偽造・変造

選手証、メンバー表、その他選手の出場資格に関する文書を偽造または変造した場合

罰則：処分決定日から1ヶ月の出場停止




【変更のポイント／理由】
· 文書の偽造行為について、公文書の場合とそれ以外(選手証など)の場合を明確に区別した。その上で、公文書の偽造については重い処分を科すものとし、選手証等の偽造については12か月から1か月に軽減した。
■変更点２
ＪＦＡ基本規程 第12章 懲罰［別紙１］「競技および競技会における懲罰基準」
	変更前
	変更後

	●３－３．未登録の選手を公式試合に出場させた場合

罰 則：12ヶ月の出場停止

	●３－３．出場資格の無い選手の公式試合への不正出場（未遂を含む）
出場させた者：処分決定日から1ヶ月の出場停止
出場した選手（本協会の登録選手の場合のみ）
：処分決定日から1ヶ月の出場停止
チーム：得点を３対０として負け試合扱いとする（ただし、すでに獲得された得失点差の方が大きい場合には、大きい方を有効とする）。なお、得点または勝ち点の減点または無効処分については、年度当初の競技会規程で別途定めることができる。



【変更のポイント／理由】

· 出場資格の無い選手の公式試合への不正出場について、チームに対する懲罰を科すこととした。一方、個人に対する懲罰は軽減した。
【運用上の注意点】
· 選手証偽造の上、不正出場した場合は、選手証偽造(３－２－２)と不正出場(３－３)の懲罰が併科される。
例1）監督Aが選手証を偽造し、出場停止中の選手Bを試合に出場させた場合。
監督A：　２ヶ月の出場停止（１ヶ月＋１ヶ月）

選手証を偽造した行為 ⇒ １ヶ月の出場停止（●３－２－２）

出場資格の無い選手の不正出場 ⇒ １ヶ月の出場停止（●３－３）

選手B：　１ヶ月の出場停止（●３－３）
チーム：　得点を３対０として負け試合扱い（●３－３）

· 不正出場は未遂の場合でも、懲罰対象となる。
例2）監督Cが選手証を偽造し、他チーム登録選手Dを試合に出場させようとしたが、未然に違反行為が発覚したため、選手Dは試合に出場しなかった場合。
監督C：　２ヶ月の出場停止（１ヶ月＋１ヶ月）

選手証を偽造した行為 ⇒ １ヶ月の出場停止（●３－２－２）

出場資格の無い選手の不正出場 ⇒ １ヶ月の出場停止（●３－３）

選手D：　１ヶ月の出場停止（●３－３）
チーム：　得点を３対０として負け試合扱い（●３－３）
· 未登録選手は懲罰対象とならない。
例3）監督Eが選手証を偽造し、未登録の選手Fを試合に出場させた場合。

監督E：　２ヶ月の出場停止（１ヶ月＋１ヶ月）

選手証を偽造した行為 ⇒ １ヶ月の出場停止（●３－２－２）

出場資格の無い選手の不正出場 ⇒ １ヶ月の出場停止（●３－３）

選手F：　処分なし
チーム：　得点を３対０として負け試合扱い（●３－３）
＜その他注意事項＞

(1)当該規程変更により、当該種類の違反行為に対する処分は、最長でも２ヶ月となり、原則として、都道府県サッカー協会、地域サッカー協会、各種連盟および各リーグ(以下、都道府県協会等)にて単独で懲罰を決定・適用することが可能となります。
　一方、このたびの変更内容は非常に大きなものであることから、本協会規律･フェアプレー委員会としては、都道府県協会等での運用を把握し、今後の参考としたいと考えております。従いまして、2011年6月19日より1年間、各都道府県協会等にて当該変更に関わる懲罰案件が発生し処分を決定した場合、各都道府県協会等で決定された処分内容につき、本協会規律･フェアプレー委員会へご報告いただきますようお願い申し上げます。
　繰り返しになりますが、これら各都道府県協会等での決定は「最終」であり、原則として本協会でこれを再審議することはありません。
(2)本来であれば、過去の処分について懲罰解除を行う必要はありませんが、当該規程変更の内容（個人に対する懲罰が軽減されること）を考慮し、過去に未登録選手等の出場資格のない者の不正出場に関して懲罰が科され、処分が現在も継続中の選手等の処分を解除することが合わせて承認されました。

※該当者がある都道府県協会へは当方より別途ご連絡いたしますので、ご対応の程よろしくお願い申し上げます。
本件に関する問い合わせ先：

(財)日本サッカー協会　総務部　担当：　太田／永井

　　Tel: ０３－３８３０－１８０５

以上
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